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Sudan
スーダン・内戦と、重なりあう難問のなかで

■井戸で水を汲む現地の人々

特集

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
は
、
緊
急
対
応
（
人
道
支

援
）
に
取
り
組
む
際
に
、
い
く
つ
か
の

選
定
基
準
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

そ
の
背
景
に
関
し
て
、
一
面
的
な
報

道
に
基
づ
く
偏
向
的
な
見
方
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
場
合
や
、
日
本
と
の
関

係
が
深
く
、
日
本
社
会
に
対
し
て
関

心
を
喚
起
す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ

る
場
合
な
ど
だ
。
こ
う
し
た
観
点
か

ら
ス
ー
ダ
ン
を
捉
え
て
み
る
。

①
公
平
な
視
点

　「
テ
ロ
支
援
国
家
」、「
イ
ス
ラ
ム
原

理
主
義
」
と
い
っ
た
米
国
お
よ
び
米

国
の
友
好
国
の
視
点
で
の
報
道
は
、

ス
ー
ダ
ン
政
府
に
よ
る
ア
ラ
ブ
系
民

兵
（
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ウ
ィ
ー
ド
）
を
使
っ

た
反
政
府
軍
へ
の
弾
圧
を
強
調
し
て

い
る
が
、
一
方
で
、
米
国
は
反
政
府
軍

を
支
援
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
一
方

だ
け
を
被
害
者
扱
い
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
実
際
に
現
地
に
入
っ
て
そ

の
現
状
を
捉
え
、
対
立
す
る
視
点
を

超
え
た
部
分
で
問
題
の
本
質
を
見
極

め
、
こ
れ
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
日
本
と
の
関
係

　
ア
ジ
ア
地
域
に
比
べ
れ
ば
遠
い
存

清
水 

俊
弘

事
務
局
長

Ｊ
Ｖ
Ｃ
が

　
ス
ー
ダ
ン
に

　
　
　
関
わ
る
理
由

◆
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
ソ
マ
リ
ア
、

エ
チ
オ
ピ
ア
で
の
緊
急
支
援
に
は
じ
ま
り
、
植
林
、
村
落

開
発
、
職
業
訓
練
な
ど
の
活
動
を
各
国
で
行
な
っ
て
き

た
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
長
期
目
標
に
あ
る
「
世
界
の

様
々
な
場
所
で
社
会
的
に
強
い
ら
れ
て
い
る
困
難
な
状

況
を
自
ら
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
々
を
支
援
」
す

る
こ
と
、「
地
球
環
境
を
守
る
新
し
い
生
き
方
と
人
間
関

係
を
創
り
だ
す
」
こ
と
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
だ
。

◆
そ
し
て
今
回
、
二
十
年
以
上
続
い
た
南
部
で
の
内
戦

が
終
結
し
た
と
は
い
え
、
西
部
の
ダ
ル
フ
ー
ル
地
方
で

は
今
な
お
国
内
避
難
民
が
発
生
し
続
け
て
い
る
状
態
に

あ
る
ス
ー
ダ
ン
で
、
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

◆
「
ス
ー
ダ
ン
で
の
長
期
に
わ
た
る
内
戦
と
虐
殺
は
、
か

つ
て
八
年
あ
ま
り
滞
在
し
て
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ポ
ル
・

ポ
ト
体
制
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
悲
劇

が
く
り
返
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
な
か
で
、
こ
の
ま
ま

で
は
国
際
社
会
が
ま
た
そ
れ
を
見
過
ご
す
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
」
と
、
今
回
の
調
査
を
提
案
し
、
ま
た
実
際
に

現
地
に
飛
ん
だ
岩
間
邦
夫
は
言
う
。
難
問
が
重
な
り
あ

う
状
況
で
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
な
に
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
手
が

か
り
を
さ
ぐ
っ
た
。（
編
集
部
）

■支援物資を陸送できない地域には、
　国連が物資の空中投下を行なっている

■木と藁でできた小屋が並ぶ国内避難民
　キャンプ（ダルフール地方）

■北部にある首都ハルツームの市場。
　品物とそれを求める客があふれている

■
目
的
・
ス
ー
ダ
ン
（
南
部
お
よ
び
ダ
ル
フ
ー
ル
地
方
）
に
お
け
る

　
　
　
　
長
期
化
・
複
雑
化
し
た
内
戦
の
被
災
者
に
対
す
る
支
援
の

　
　
　
　
可
能
性
を
探
る

■
第
一
回
出
張
（
岩
間
邦
夫
／
難
民
事
業
本
部
主
催
調
査
団
に
参
加
）

　
　
◎
日
程
・
〇
五
年
三
月
三
十
日
〜
四
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
・
首
都
ハ
ル
ツ
ー
ム
お
よ
び
ス
ー
ダ
ン
南
部
　
　

　
　
　
　
　
・
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
、

　
　
　
　
　
　
学
校
な
ど
を
訪
問

■
第
二
回
出
張
（
清
水
俊
弘
お
よ
び
岩
間
邦
夫
）

　
　
◎
日
程
・
〇
五
年
四
月
十
五
日
〜
五
月
三
日

　
　
　
　
　
・
首
都
ハ
ル
ツ
ー
ム
お
よ
び
ダ
ル
フ
ー
ル
地
方

　
　
　
　
　
・
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
リ
リ
ー
フ
、
国
内
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
、

　
　
　
　
　
　
日
本
大
使
館
な
ど
を
訪
問

調査概要

※
注
①

※注①　外務省からの委託を受け、海外における難民の実態調査を

　　　　NGOとともに実施している団体。
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在
で
は
あ
る
が
、
日
本
は
ス
ー
ダ
ン

復
興
・
開
発
の
大
規
模
な
ド
ナ
ー
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
影
響
力
は
小
さ
く

な
い
。
ま
た
、
少
な
か
ら
ず
ス
ー
ダ
ン

の
石
油
を
輸
入
し
て
い
る
国
で
も
あ

り
、
石
油
の
利
権
に
か
ら
む
ス
ー
ダ

ン
政
府
の
政
治
判
断
に
も
無
関
係
で

は
な
い
。

③
ア
フ
リ
カ
と
の
接
点
を
増
や
す

　
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
あ
る
多
く
の

国
々
は
、
地
球
の
中
で
も
特
に
環
境

面
で
の
厳
し
さ
、
戦
争
（
内
戦
）
に
よ

る
社
会
の
混
乱
、
石
油
・
鉱
物
資
源
の

利
権
問
題
、
極
端
な
貧
富
の
格
差
な

ど
様
々
な
面
で
「
エ
ッ
ジ
（
際
＝
キ

ワ
）」
の
と
こ
ろ
に
立
っ
て
お
り
、
な

に
か
あ
れ
ば
即
座
に
数
万
〜
数
十
万

と
い
う
人
が
飢
餓
線
上
に
お
か
れ
て

し
ま
う
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
を

知
ら
ず
し
て
、
ま
た
関
わ
ら
ず
し
て
、

世
界
の
貧
困
や
環
境
問
題
の
厳
し
さ

を
実
感
を
持
っ
て
語
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
の
中
で
、
ス
ー
ダ
ン
は
長
い

内
戦
、
石
油
な
ど
の
資
源
問
題
、
干
ば

つ
な
ど
の
環
境
問
題
、
中
国
の
政
府

支
援
と
ア
メ
リ
カ
の
反
政
府
活
動
支

援
、
そ
し
て
宗
教
・
民
族
の
要
素
な
ど

様
々
な
問
題
が
混
在
す
る
ア
フ
リ
カ

社
会
の
縮
図
の
よ
う
な
面
が
あ
り
、

こ
こ
に
関
わ
る
こ
と
で
、
そ
の
周
辺

の
国
々
（
ア
ラ
ブ
諸
国
、
ア
フ
リ
カ
諸

国
）
と
の
関
係
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
わ
か
る
位
置
に
あ
る
と
い

う
意
味
も
あ
る
。

■支援活動を行なうスーダン人の
　NGO職員（右）

■乾季なので砂で覆われているワディ
　（水無し川）。雨季になると川になる

■南部の難民キャンプで生まれ育った
　子どもたちも多い

■上空から見たダルフール地方の町並み。
　左端にはワディが流れている

面積■250万平方キロ（日本の約7倍、アフリカ
　　　大陸で最大）
人口■3,700万人
人種■アラブ系40%、アフリカ系31%他
言語■アラビア語（公用）、英語
宗教■イスラム教（北部）、キリスト教（南部）、
　　　土着宗教

スーダン共和国概要

　日本の7倍の国土を持つアフリカ大陸最大の国である。土地と資

源は豊かで、スーダン１国の農産物でアフリカ全体を養うこともで

きると言われている。また、南部を中心に石油開発も進んでおり、石

油輸出国となる一方で、その利権をめぐる状況も複雑化している。

　1956年の独立以前から、アラブ系住民と黒人系住民との間で紛争

が起こっていたスーダン。83年に政府がイスラム法を強行したこと

を契機に、南部の黒人系キリスト教住民らが武装蜂起し、南部地方

において激しい内戦が勃発。首都のある北部に比べ、南部の経済開

発が著しく抑えられていたことへの反発が原因にあった。22年にわ

たる内戦は今年１月にようやく終結したが、この間約200万人が死

亡、数百万人もの人々が難民となったと言われている。

　南部での内戦は一応の和平を見たものの、西部のダルフール地方

ではいまだ黒人系住民に対する格差が是正されていない。03年に始

まった、政策に反発する黒人系住民と、それを抑えようとする政府

系勢力による内戦は今も続いている。政府の支援を受けたアラブ系

民兵は、反政府勢力を鎮圧する名目で黒人系住民の村を無差別に襲

い、虐殺・略奪などの残虐行為を行なっているとされている。

　地域間の経済格差に加え、民族・宗教をめぐる対立、政府の強権

的な性格など、スーダンは複雑な状況を抱える。また「テロ支援国

家」と位置づける米国の政策や、石油の利権を求める外国の介入も

大きく、問題解決への道のりは長い。

複雑な背景

長引く内戦　～南部とダルフール～

広大な国土と豊かな資源
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ダルフール地方

■
増
え
続
け
る
国
内
避
難
民

　
ジ
ェ
ニ
ー
ナ
周
辺
に
は
八
ヵ
所
の

国
内
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
が
設
営
さ
れ

て
い
る
。
小
規
模
な
キ
ャ
ン
プ
で
約

五
千
人
、
大
規
模
な
と
こ
ろ
で
は
五

万
人
を
超
え
る
人
々
が
暮
ら
す
。
ど

の
キ
ャ
ン
プ
も
国
連
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ

る
共
同
管
理
体
制
に
な
っ
て
お
り
、

国
内
避
難
民
の
保
護
お
よ
び
水
や
食

料
の
配
給
管
理
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

わ
ら

棒
を
立
て
て
藁
で
覆
っ
た
だ
け
の
小

屋
で
は
あ
る
が
、
襲
撃
を
逃
れ
て

や
っ
て
き
た
国
内
避
難
民
に
と
っ
て

は
安
心
し
て
眠
れ
る
場
所
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
、
戦
闘
が
終
息
し
て

安
全
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
は
誰
も
帰

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
国
内
避
難
民
は
、
キ
ャ

ン
プ
の
中
だ
け
で
な
く
郊
外
の
集
落

に
も
身
を
寄
せ
て
お
り
、
に
わ
か
に

人
口
が
膨
れ
上
が
っ
た
こ
と
で
水
場

や
食
料
が
不
足
す
る
事
態
も
起
き
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
キ
ャ
ン
プ
以
外
の ■支援された棒と藁で小屋を作る国内

　避難民

■ここ2年弱、ダルフール地方の国内避難民は増え続けている
　（国連による統計：北部、南部、西部毎の集計）

周
辺
集
落
へ
の
配
慮
も
必
要
だ
。

　
　
　
　

　
も
と
も
と
こ
の
地
方
は
、
土
着
の

ア
フ
リ
カ
系
農
耕
民
と
、
年
間
を
通

じ
て
長
い
移
動
を
繰
り
返
す
ア
ラ
ブ

系
遊
牧
民
の
共
生
地
域
で
あ
る
。
昔

か
ら
、
水
や
土
地
を
め
ぐ
る
両
者
の

間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ
た
が
、
伝

統
的
な
和
解
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ

て
解
決
し
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
の
紛
争
で
は
、
反
政
府

軍
は
米
国
か
ら
、
ま
た
政
府
軍
は
中

国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
支
援
を
受
け
る
中

で
双
方
の
武
器
保
有
量
が
増
大
し
、

戦
闘
規
模
、
被
害
の
規
模
が
大
幅
に

拡
大
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
戦
闘
や
襲
撃
に
よ
る
被

害
に
加
え
て
、
干
ば
つ
な
ど
自
然
環

あ
お

境
の
変
化
に
よ
る
煽
り
を
受
け
、
農

耕
民
、
遊
牧
民
の
双
方
が
厳
し
い
状

況
に
お
か
れ
て
い
る
。
特
に
こ
こ
数

年
の
戦
闘
で
、
ア
フ
リ
カ
系
農
耕
民

の
人
々
は
、
政
府
軍
の
支
援
を
得
た

ア
ラ
ブ
系
民
兵
の
襲
撃
を
受
け
、
多

く
の
人
命
と
土
地
や
家
屋
を
失
っ
た
。

　
ま
た
、
戦
闘
員
で
は
な
い
ア
ラ
ブ

系
遊
牧
民
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て

い
る
。
遊
牧
民
の
移
動
経
路
は
伝
統

的
に
毎
年
同
じ
ル
ー
ト
を
辿
っ
て
い

る
。
お
お
む
ね
三
百
キ
ロ
前
後
、
長
い

ル
ー
ト
に
な
る
と
、
北
は
リ
ビ
ヤ
か

ら
南
は
中
央
ア
フ
リ
カ
に
抜
け
る
も

の
も
あ
る
。
通
常
、
水
や
牧
草
が
確
保

で
き
る
土
地
を
求
め
て
ル
ー
ト
を
往

復
す
る
が
、
こ
こ
二
年
ほ
ど
は
紛
争

に
よ
る
治
安
悪
化
の
た
め
、
移
動
距

離
が
極
端
に
短
く
な
り
、
水
場
や
市

場
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
家
畜
の
栄
養
不
良
や
繁

殖
の
低
下
、
収
入
の
減
少
な
ど
遊
牧

民
の
生
活
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
確
認
し
た
上

で
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
は
今
回
、
緊
急
人
道
支

援
と
し
て
国
内
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
周

辺
農
村
部
に
お
け
る
水
場
の
増
設
支

援
を
決
定
し
た
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）。

■遊牧民も水の確保には苦労する

清水 俊弘事務局長

■生活の基盤である水を得るための井戸

　
ス
ー
ダ
ン
西
部
に
あ
た
る
ダ

ル
フ
ー
ル
地
方
で
は
、
住
民
に

対
す
る
襲
撃
・
殺
戮
の
結
果
、

こ
れ
ま
で
に
数
十
万
人
が
死
亡

し
、
百
数
十
万
人
が
国
内
避
難

民
化
し
た
（
う
ち
約
二
十
万
人

は
隣
国
チ
ャ
ド
に
流
出
）
と
言

わ
れ
て
い
る
。
国
連
は
こ
の
惨

状
を
「
最
大
規
模
の
人
道
上
の

悲
劇
」
と
呼
び
、
〇
四
年
に
安

保
理
で
三
度
に
わ
た
っ
て
政
府

に
事
態
改
善
を
強
く
求
め
る
決

議
を
採
択
し
た
。

　
一
般
的
な
報
道
の
さ
れ
方
と

し
て
は
、
ス
ー
ダ
ン
政
府
に
支

援
さ
れ
た
ア
ラ
ブ
系
民
族
の
民

兵
（
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ウ
ィ
ー
ド
）

と
、
地
域
の
黒
人
系
住
民
と
の

間
に
起
き
て
い
る
民
族
紛
争
で

あ
り
、
そ
の
中
で
一
般
住
民
に

対
す
る
大
量
虐
殺
・
略
奪
・
強

姦
・
焼
打
ち
な
ど
が
行
な
わ
れ

て
い
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

■
「
隔
絶
」
さ
れ
た
地
域

　
首
都
ハ
ル
ツ
ー
ム
か
ら
国
連
の
小

型
機
に
乗
り
約
三
時
間
、
管
制
塔
も

な
い
赤
土
の
滑
走
路
に
着
陸
し
た
。

西
ダ
ル
フ
ー
ル
州
都
ジ
ェ
ニ
ー
ナ
だ
。

空
港
の
近
く
に
は
、
こ
の
地
域
の
治

安
維
持
に
あ
た
る
Ａ
Ｕ (

ア
フ
リ
カ
連
合
）

軍
の
宿
営
地
が
設
営
さ
れ
て
い
た
。

　
州
都
と
は
い
え
、
町
は
小
さ
い
。
市

場
で
は
、
ロ
バ
に
背
負
わ
せ
た
薪
や

羊
の
肉
を
売
る
店
が
目
立
っ
た
。
こ

の
地
方
は
、
地
理
的
に
も
行
政
的
に

も
中
央
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
従
来
か
ら
道
路
や
通
信
、
他
地

域
と
つ
な
が
る
公
共
の
交
通
機
関
な

ど
が
ほ
と
ん
ど
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
継
続
的
な
干
ば
つ
や
内
戦
、

民
族
間
の
対
立
な
ど
が
、
こ
の
地
域

ぜ
い
じ
ゃ
く

の
脆
弱
性
を
い
っ
そ
う
高
め
て
い
る
。

■
共
存
が
困
難
に
な
っ
た
　
　

　
　
　
　
　 

農
耕
民
と
遊
牧
民

ダルフール紛争とは
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南部地方

■
対
象
地
域

　
ス
ー
ダ
ン
西
ダ
ル
フ
ー
ル
・

　
　
ジ
ェ
ニ
ー
ナ
郊
外

　
　
ハ
ビ
ラ
地
域

■
対
象
者
数

　
ハ
ビ
ラ
地
域
周
辺
住
民

　
　
約
一
万
人

■
支
援
事
業

　
深
井
戸
十
ヵ
所
の
設
置

■
実
施
主
体

　
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
リ
リ
ー
フ
・

　
　
ジ
ェ
ニ
ー
ナ
事
務
所

　
　
給
水
チ
ー
ム

■
支
援
期
間

　
〇
五
年
五
月
〜

　
　
　
　
　
　 

〇
六
年
三
月

■
目
的

　
ダ
ル
フ
ー
ル
地
方
の
紛
争

に
よ
る
治
安
の
悪
化
に
よ
り

移
動
制
限
を
強
い
ら
れ
て
い

る
遊
牧
民
と
、
国
内
避
難
民
の

滞
留
に
よ
っ
て
生
活
に
大
き

な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る

地
元
農
耕
民
に
対
す
る
給
水

施
設
の
増
設
支
援
。

■
長
年
の
紛
争
を
へ
て

　
ス
ー
ダ
ン
南
部
の
現
状
は
と
て
も
複

雑
で
あ
る
。
南
部
だ
け
で
五
ヵ
国
と
国

境
を
接
し
て
お
り
、
人
々
は
そ
れ
ら
の

国
々
に
難
民
と
し
て
避
難
し
た
り
、
首

都
ハ
ル
ツ
ー
ム
の
あ
る
北
部
に
避
難
し

た
り
と
四
方
八
方
に
散
ら
ば
っ
て
い

る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
難
民

キ
ャ
ン
プ
生
活
を
続
け
て
き
た
。
だ

が
、
キ
ャ
ン
プ
で
の
生
活
が
長
引
く
ほ

ど
、
元
の
場
所
に
戻
っ
て
生
活
を
再
建

す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
。
人
々
が
今

後
帰
還
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
南
部
で

は
、
長
年
に
渡
る
内
戦
の
間
に
生
活
に

必
要
な
イ
ン
フ
ラ
が
破
壊
さ
れ
た
り
、

あ
る
い
は
元
々
不
足
し
て
い
る
。

　
人
口
八
百
五
十
万
人
と
推
定
さ
れ
て

い
る
ス
ー
ダ
ン
南
部
。
た
だ
で
さ
え
生

活
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
そ
の
地
域

に
、
今
後
四
百
万
人
以
上
と
も
推
定
さ

れ
る
規
模
の
人
々
が
帰
還
す
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。
医
療
・
教
育
・
水
な
ど

す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
整
備
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
政
治
的
に
も
、
ス
ー
ダ
ン
政

府
と
主
要
反
政
府
勢
力
で
あ
る
ス
ー

ダ
ン
人
民
解
放
運
動
／
軍
（
Ｓ
Ｐ
Ｌ

Ｍ
／
Ａ
）
と
の
間
で
結
ば
れ
た
和
平

の
内
容
に
不
満
を
示
す
勢
力
は
い
ま

だ
に
多
数
存
在
す
る
。
今
後
の
復
興

さ
ん
せ
き

と
平
和
に
向
け
て
課
題
は
山
積
し
て

い
る
。

■
復
興
の
道
の
り
を
支
え
た
い

　
長
い
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る

「
復
興
」
に
必
要
な
の
は
、
そ
の
国
の

人
々
自
身
に
よ
る
主
体
的
な
活
動
で

あ
る
。
今
回
の
出
張
で
は
、
ス
ー
ダ
ン

の
草
の
根
レ
ベ
ル
の
活
動
を
探
る
た

め
に
南
ス
ー
ダ
ン
最
大
の
都
市
ジ
ュ

バ
で
活
動
し
て
い
る
ス
ー
ダ
ン
教
会

評
議
会
（
以
下
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
を
訪
問
し

た
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会

系
団
体
か
ら
資
金
援
助
を
受
け
、
内

　
今
回
、
水
場
の
増
設
支
援
を
決

定
し
た
主
な
理
由
は
、
以
下
の
二

つ
で
あ
る
。

①
国
内
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
へ
の
支

　
援
が
充
実
し
て
い
く
一
方
で
、

　
周
辺
の
農
村
に
対
し
て
国
内
避

　
難
民
の
移
動
や
滞
留
に
よ
る
負

　
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
に
も

　
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
な
支
援
が

　
届
い
て
い
な
い
た
め
。

②
紛
争
に
よ
り
移
動
距
離
が
極
端

　
に
制
限
さ
れ
て
し
ま
っ
た
遊
牧

　
民
に
と
っ
て
も
貴
重
な
給
水
場

　
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
。

　
と
り
わ
け
、
国
内
避
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
は
治
安
を
理
由
に
水
場
を

遊
牧
民
に
使
わ
せ
な
い
こ
と
が
多

い
。
そ
の
反
動
が
水
場
襲
撃
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
あ

ら
か
じ
め
双
方
が
使
え
る
水
場
を

双
方
の
合
意
の
も
と
で
設
置
す
れ

ば
、
昔
な
が
ら
の
共
有
意
識
の
中

で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。

　
水
場
は
、
遊
牧
民
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
彼
ら
の
移

動
経
路
に
沿
っ
て
設
置
す
る
。
一

つ
の
深
井
戸
は
二
十
〜
三
十
メ
ー

ト
ル
の
深
さ
で
、
掘
削
作
業
自
体

は
一
日
で
終
了
す
る
が
、
ポ
ン
プ

の
設
置
や
周
囲
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
作
り
に
は
さ
ら
に
数
日

を
要
し
、
全
工
程
が
終
わ
る
ま
で

に
は
四
〜
五
日
か
か
る
。

農
耕
民
・
遊
牧
民
が
と
も
に
使
え
る
井
戸
を
設
置
。

岩間 邦夫JVC東京事務所

戦
中
か
ら
活
動
を
継
続
し
て
い
る
ス
ー

ダ
ン
人
に
よ
る
団
体
で
あ
る
。
南
部
の

政
府
側
支
配
地
・
反
政
府
側
支
配
地
の

双
方
で
草
の
根
の
活
動
に
つ
い
て
尋
ね

る
時
に
は
必
ず
名
前
が
出
て
く
る
団
体

で
あ
る
。
活
動
分
野
は
水
・
衛
生
・
教

育
・
雇
用
創
出
な
ど
様
々
な
分
野
に

渡
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
へ
の
訪
問
で
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
十
数
年
前
に
Ｓ
Ｃ
Ｃ
が

資
材
と
技
術
を
提
供
し
て
掘
ら
れ
た
井

戸
が
、
今
も
住
民
自
身
に
よ
っ
て
維
持

管
理
さ
れ
な
が
ら
立
派
に
使
わ
れ
て
い

る
様
子
だ
っ
た
。
ト
イ
レ
の
普
及
活
動

も
、
住
民
の
参
加
を
促
す
形
で
実
施
し

て
い
た
。

　
今
回
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
ダ
ル
フ
ー
ル
地
方

に
対
し
て
緊
急
人
道
支
援
を
行
な
う
。

し
か
し
、
今
後
は
こ
う
い
っ
た
ス
ー
ダ

ン
南
部
に
お
け
る
草
の
根
の
活
動
も
Ｊ

Ｖ
Ｃ
と
し
て
な
ん
ら
か
の
形
で
支
援
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

■難民の男性に話を聞く岩間（左）

■難民キャンプに暮らす母と子

■今回支援するものと同型の井戸

※注②　84年に発足したイギリスのNGO。世界16ヵ国で活動中。スーダンには04年初頭から

　　　　西ダルフールで活動を開始。JVCとは、パレスチナ事業で協力関係にある。

※
注
②



6Trial & Error  No.246  (2005/7-8)

■
デ
モ
事
件
の
波
紋
　

　
五
月
十
一
日
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
事
務
所
が
あ

る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
の
街
ジ
ャ
ラ
ラ

バ
ー
ド
で
発
生
し
た
学
生
デ
モ
は
、
群
集

が
加
わ
り
、
政
府
施
設
や
国
連
、
国
際
Ｎ

そ
う
じ
ょ
う

Ｇ
Ｏ
の
事
務
所
や
宿
舎
を
襲
撃
す
る
騒
擾

に
発
展
し
た
。
直
接
の
原
因
は
、
キ
ュ
ー

バ
の
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
湾
米
軍
基
地
で
起
き

た
米
兵
に
よ
る
コ
ー
ラ
ン
冒
涜
報
道
で
あ

る
。し
か
し
、背
景
に
は
日
常
的
に
起
こ
っ

て
い
る
米
軍
に
よ
る
民
間
人
に
対
す
る
誤

爆
、
誤
射
、
超
法
規
的
な
逮
捕
、
監
獄
で

の
非
人
間
的
な
囚
人
の
扱
い
な
ど
に
対
す

る
悪
感
情
が
あ
り
、
ま
た
こ
う
し
た
事
件

に
対
す
る
調
査
さ
え
行
な
え
な
い
政
府
に

対
す
る
不
満
が
あ
る
。

　
同
時
に
、
こ
の
事
件
に
は
タ
リ
バ
ン
政

う
っ
せ
き

府
崩
壊
後
の
復
興
過
程
で
鬱
積
し
て
き
た

人
々
の
国
際
協
力
に
対
す
る
不
満
が
現
わ

れ
た
面
も
否
定
で
き
な
い
。
あ
る
私
の
友

人
が
国
連
や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
狙
わ
れ
た
理

由
を
、
貧
し
い
人
た
ち
の
嫉
妬
だ
と
言
っ

た
。
国
連
や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ス
タ
ッ
フ
に

高
い
給
料
を
払
っ
て
い
る
の
に
、
自
分
た

ち
の
生
活
は
一
向
に
よ
く
な
ら
な
い
。
事

務
所
に
石
を
投
げ
た
り
火
を
つ
け
た
り
し

う
っ
ぷ
ん

て
直
情
的
に
日
頃
の
鬱
憤
を
晴
ら
し
た
人

間
が
何
人
も
い
た
は
ず
だ
と
言
う
の
で
あ

る
。
事
実
、
今
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
復

し
ょ
う
が
い

興
の
障
碍
に
な
っ
て
い
る
の
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

他
な
ら
な
い
と
い
っ
た
批
判
が
拡
大
し
つ

つ
あ
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
国
際
社
会
の
援
助
資

金
を
懐
に
入
れ
て
潤
っ
て
い
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
政
府
は
こ
う
し
た
人
々
の
不
満

き
ゅ
う
だ
ん

と
糾
弾
に
応
え
る
べ
く
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
厳
し

く
規
制
す
る
新
た
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
法
を
作
っ
て

い
る
。

■
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
す
べ
て
の
人
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
盗
人
だ
と
見

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
不
満

を
持
つ
人
々
と
は
、
援
助
の
恩
恵
に
あ
ず

か
れ
ず
に
自
分
た
ち
は
差
別
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
人
た
ち
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
金
の

不
正
な
使
い
方
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ

と
の
あ
る
人
た
ち
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
特
に
国
際

Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
欧
米
の
価
値
観
を
押
し
付
け

た
り
、
女
性
に
対
し
て
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
価
値
観
か
ら
見
て
）
不
当
な
扱
い
を

し
て
い
る
と
考
え
る
人
た
ち
で
あ
る
。
一

般
的
に
は
、
復
興
資
金
が
大
量
に
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
流
れ
、
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か

る
人
間
と
そ
う
で
な
い
人
々
と
の
格
差
が

拡
大
す
る
な
か
で
、
人
々
の
不
満
が
国
際

援
助
の
象
徴
で
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
向
け
ら
れ

て
い
る
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
盗
人
呼
ば
わ
り
し
て
メ
デ
ィ
ア
の
注
目

を
集
め
た
前
計
画
大
臣
の
バ
シ
ャ
ド
ゥ
ー

ス
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
批
判
を
政
治
的
な

ス
タ
ン
ド
プ
レ
ー
と
し
て
利
用
す
る
人
間

あ
お

が
人
々
の
不
満
を
煽
っ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
　

■
援
助
の
問
題
と
ア
フ
ガ
ン
社
会
　

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

不
満
を
抱
く
背
景
と
し
て
、
援
助
を
す
る

側
と
さ
れ
る
側
と
の
間
に
復
興
や
援
助
に

つ
い
て
の
認
識
の
溝
が
あ
る
点
に
注
目
す

る
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
、
国
際
社
会
が
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
投
入
す
る
多
額
な
援
助

資
金
（
〇
二
年
東
京
会
議
で
は
五
年
間
で
四
十
五
億

ド
ル
、
昨
年
の
ベ
ル
リ
ン
会
議
で
は
二
年
間
で
四
十

四
億
ド
ル
を
約
束
）
が
あ
れ
ば
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
復
興
は
す
ぐ
に
実
現
し
、
豊
か
な
生

活
が
営
め
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
実
際
は
、
復
興
の
四
〜
五
年
目
の

段
階
で
の
目
に
見
え
る
成
果
と
い
え
ば
、

せ
い
ぜ
い
イ
ン
フ
ラ
建
設
や
政
府
機
能
の

正
常
化
、
保
健
・
教
育
な
ど
の
国
家
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
お
け
る
ミ
ニ
マ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
初
期
段
階
の
整
備
く
ら
い
な
も
の
で
、

人
々
の
生
活
が
劇
的
に
豊
か
に
な
る
わ
け

で
は
な
い
。
ま
し
て
や
不
安
定
な
治
安
の

た
め
に
、
最
低
限
の
復
興
支
援
も
地
方
で

の
展
開
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
は
、

な

二
十
年
に
わ
た
る
戦
乱
で
苦
渋
を
嘗
め
尽

く
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
援
助
は
も

ら
っ
て
当
然
、
自
分
た
ち
は
援
助
を
受
け

る
立
場
と
し
て
要
求
す
る
権
利
が
あ
る
と

考
え
が
ち
で
あ
る
。
学
校
に
し
ろ
、
農
村
の

評
議
会
に
し
ろ
、
政
府
に
し
ろ
、
支
援
の
話

を
始
め
る
と
次
か
ら
次
へ
と
様
々
な
支
援

リ
ス
ト
を
あ
げ
て
く
る
。
一
方
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ

や
国
連
は
、
支
援
す
る
側
が
作
っ
た
計
画

の
実
施
を
村
人
に
協
力
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
食
料
や
現
金
、
そ
の
他
様
々
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
提
供
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

援
助
は
「
当
然
」、
あ
る
い
は
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
協
力
し
て
や
っ
て
い
る
」
と
い
っ

た
転
倒
し
た
発
想
か
ら
、「
も
ら
っ
て
当
然

アフガニスタン、援助の分かれ道――

谷山 博史

アフガニスタン事務所代表

アフガニスタンでのJVCの活動は新しい段階に入る。「村の
いきょ

助け合い」に依拠しながら、医療、出産、水、衛生など、暮

らしの根っ子を総合的に支える、そんな試みだ。不安定な政

治、NGOへの強い不信、”援助当然意識”に捕らえられた人々

の気持ち、そんな現実に向かい合いながら「村の自立」をど

う紡ぎだすか――現場から報告する。（編集部）　
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の
援
助
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
出
し
惜
し
み
し
て
い

る
」
と
い
う
発
想
に
至
る
。

■
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
め
ざ
し
て
い
る
も
の

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
す
べ
て
を
失
い
ゼ

ロ
か
ら
出
発
す
る
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、

そ
う
で
は
な
い
。
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
が

言
っ
た
言
葉
が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
の
活
動
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
彼

は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
助
け
合
い
の
仕
組

み
が
あ
っ
た
た
め
に
、
人
々
は
苦
難
を
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
言
っ
た
。
戦

乱
を
通
じ
て
実
効
支
配
を
強
め
た
武
装
勢

力
の
影
響
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
長
老
会
議

す
い
び

（
評
議
会
）
の
力
は
衰
微
し
て
い
る
と
は

い
え
、
今
で
も
村
で
は
自
立
の
仕
組
み
を

維
持
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
行
な
っ
て
い
る
伝
統
産
婆
支

援
に
し
て
も
、
村
の
診
療
所
の
支
援
に
し

て
も
、
村
の
長
老
会
議
を
通
し
て
活
動
内

容
が
村
人
に
周
知
さ
れ
る
。
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
診
療
費
を
村
人
が
負
担
す
る
こ
と
で
診

療
所
の
運
営
を
持
続
的
に
す
る
基
礎
を
築

い
た
り
、
伝
統
産
婆
支
援
で
も
産
婆
へ
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
お

け
る
技
術
支
援
や
産
婆
キ
ッ
ト
の
提
供
は

行
な
う
が
、
給
与
な
ど
の
資
金
的
支
援
は

し
な
い
。
村
人
自
身
が
伝
統
産
婆
を
支
え

て
い
る
仕
組
み
を
崩
さ
な
い
た
め
で
あ

る
。
ま
た
、
村
の
女
子
学
校
建
設
の
支
援

を
き
っ
か
け
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
生
徒

と
日
本
の
生
徒
が
手
紙
や
詩
、
絵
の
交
換

を
始
め
た
。
も
う
三
往
復
目
を
迎
え
て
い

る
。
モ
ノ
の
支
援
で
終
わ
ら
な
い
交
流
の

絆
が
子
ど
も
た
ち
を
励
ま
し
て
い
る
。

　
村
人
が
活
動
の
一
部
を
自
分
た
ち
で
担

う
こ
と
を
原
則
に
し
、
そ
れ
を
村
人
が
納

得
し
て
初
め
て
村
人
自
身
の
活
動
に
な
る
。

そ
し
て
村
人
が
、「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
そ
う
い
う
団

体
な
の
だ
」
と
認
知
し
て
く
れ
れ
ば
、
村

人
の
間
で
の
無
用
な
誤
解
や
不
満
は
回
避

で
き
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
支

援
内
容
を
で
き
る
限
り
透
明
に
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
〇
五
年
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
ナ
ン
ガ
ル
ハ
ル
県

の
二
つ
の
郡
で
こ
れ
ま
で
の
伝
統
産
婆
支

援
で
築
い
た
地
域
社
会
と
の
信
頼
関
係
を

も
と
に
診
療
所
支
援
、伝
統
産
婆
支
援
、安

全
な
水
の
支
援
、
衛
生
教
育
支
援
を
相
互

に
組
み
合
わ
せ
て
女
性
と
子
ど
も
の
健
康

改
善
を
よ
り
総
合
的
に
実
施
す
る
。
こ
の

支
援
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
よ
り

深
く
地
域
の
実
情
を
知
り
、
村
人
の
自
主

的
な
活
動
の
芽
を
紡
ぎ
、
将
来
的
に
は
よ

り
長
期
の
農
村
開
発
支
援
に
結
び
付
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。治
安
の
問
題
、

ア
フ
ガ
ン
社
会
の
複
雑
さ
を
考
え
る
と
、

決
し
て
一
朝
一
夕
に
成
果
が
で
る
と
期
待

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
忘
れ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る

「
村
の
自
立
」
の
方
向
へ
思
い
切
っ
て
舵
を

切
ら
な
け
れ
ば
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
援

助
に
よ
っ
て
自
立
が
損
な
わ
れ
る
と
い
っ

た
皮
肉
な
結
果
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
母
子
の
命
を
預
か
る
お
産
婆
さ
ん
た
ち
に

と
っ
て
、
医
療
機
関
と
の
連
携
は
欠
か
せ
な

い
。
こ
の
一
年
半
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
技
能
向
上
に

加
え
医
療
機
関
と
の
関
係
づ
く
り
に
も
重
点

を
置
い
て
き
た
。
同
時
に
、
ト
レ
ー
ナ
ー
で

あ
る
県
保
健
局
の
助
産
婦
さ
ん
か
ら
報
告
を

受
け
た
り
一
緒
に
村
を
訪
問
し
た
り
し
て
、

い
く
つ
か
の
こ
と
が
見
え
て
き
た
。

　
な
か
で
も
感
心
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
母
親

た
ち
の
「
ど
の
よ
う
な
環
境
で
も
子
ど
も
を

産
み
育
て
て
い
く
」
逞
し
さ
や
、
お
産
婆
さ

ん
た
ち
の
献
身
的
な
姿
だ
っ
た
。
女
性
た
ち

が
家
の
中
の
こ
と
だ
け
で
な
く
外
の
こ
と
に

も
関
心
を
持
ち
始
め
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
村

が
変
わ
る
か
想
像
す
る
と
力
が
わ
い
て
く

る
。
先
ほ
ど
の
お
産
婆
さ
ん
の
話
に
、
き
っ

か
け
さ
え
あ
れ
ば
動
き
出
せ
る
彼
女
た
ち
の

潜
在
的
な
可
能
性
を
感
じ
る
。

　
村
人
が
、
ま
ず
自
分
た
ち
の
力
を
信
じ
何

事
も
や
っ
て
み
る
。
そ
れ
が
難
し
け
れ
ば
外

の
人
々
と
対
等
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
連
携

し
、
解
決
し
て
い
く
。
そ
ん
な
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
人
々
の
試
み
を
発
掘
し
支
え
ら
れ
た

ら
と
、
お
産
婆
さ
ん
た
ち
を
通
し
て
の
今
ま

で
以
上
の
村
へ
の
関
わ
り
に
、
期
待
が
ふ
く

ら
む
。

頼
り
に
し
て
ま
す
！
　
村
の
お
産
婆
さ
ん

　
〇
三
年
十
月
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
医
療
活
動
の
一

環
と
し
て
村
の
お
産
婆
さ
ん
を
対
象
に
「
安

全
な
出
産
介
助
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

を
始
め
た
。
今
年
二
月
に
は
活
動
の
進
み
具

合
を
知
る
た
め
に
、
対
象
地
域
の
村
人
や
お

産
婆
さ
ん
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
な
っ
た
。

そ
の
中
で
、
お
産
婆
さ
ん
か
ら
こ
ん
な
話
を

聞
い
た
。「
二
ヵ
月
前
、
マ
リ
ム
・
ヌ
ル
ハ
リ

み

ム
の
家
で
彼
の
妻
を
看
ま
し
た
。
胎
児
は
音

ち
ょ
う
こ
う

も
な
く
動
き
も
な
い
の
で
死
産
の
兆
候
だ
と

判
断
し
て
、
す
ぐ
に
近
く
の
街
の
大
学
病
院

に
移
送
す
る
よ
う
勧
め
ま
し
た
。
私
も
二
人

に
付
き
添
っ
て
病
院
ま
で
行
き
、
検
査
の
結

果
を
待
っ
た
と
こ
ろ
、
胎
児
は
や
は
り
死
ん

で
い
ま
し
た
。
男
の
子
で
し
た
」

女
性
活
動
担
当

谷
山 

由
子

■村のお産婆さんたちが、赤ちゃんと

　お母さんの命を守る
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JVC応援団からのメッセージ

渡辺 えり子
劇団宇宙堂主宰／劇作家／演出家／

女優／日本劇作家協会理事

時間と空間が入り乱れ、死者と生者

が同空間に現れる独特の作風で評

判を呼ぶ。20年続けた劇団3○○解

散後、紛争中のグルジアを訪ね発

奮、新たに新劇団を結成。非戦の演

劇人会実行委員。

　
八
一
年
の
バ
ン
コ
ク
事
務
所

で
は
暑
い
夜
を
徹
し
て
よ
く
「
恐

怖
の
マ
ラ
ソ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
し
た
。「
今
後
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
ど

ち
ら
を
や
っ
て
い
く
の
か
」
と
、

け
ん
け
ん

緊
迫
し
た
空
気
の
中
で
喧
々

が
く
が
く

諤
々
と
討
論
し
た
。
こ
の
、
と
こ

と
ん
話
し
合
う
と
い
う
Ｊ
Ｖ
Ｃ

の
基
本
的
姿
勢
は
、
二
十
五
年
経

た
今
も
不
変
で
あ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。
代
表
で
あ
れ
、
タ
イ
に

着
い
た
ば
か
り
の
若
者
で
あ
れ

皆
同
じ
土
俵
で
話
し
合
っ
た
。

　
何
の
専
門
性
も
持
た
ぬ
若
者

に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
仕
事
を
身

を
持
っ
て
体
験
さ
せ
た
「
学
び

舎
」
的
要
素
も
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
重
要
な

特
徴
だ
。「
じ
ゃ
、
ア
ナ
タ
や
っ

て
み
て
」
と
い
う
、
今
思
う
と
危

な
っ
か
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

始
ま
り
方
。
車
の
知
識
皆
無
の
私

が
、
な
ぜ
か
八
二
年
に
ソ
マ
リ
ア

に
自
動
車
整
備
訓
練
校
の
可
能

深津 高子
国際モンテッソーリ協会理事／

幼い難民を考える会理事

81～84年にJVCタイで日本語教師

や広報を担当する。難民キャンプで

「平和は子どもから始まる」という

言葉に出会い、帰国後無認可の幼稚

園に勤める。現在は各地の乳幼児施

設に出向き、子どもの視点に立った

保育環境見直し作業に取り組む。

勇気の源。

「緊急援助か開発か？」

性
を
調
査
に
行
っ
た
と
き
も
そ

う
だ
っ
た
。
出
発
前
日
の
夜
遅

く
ま
で
、「
深
津
さ
ん
、
ソ
マ
リ

ア
で
ど
ん
な
種
類
の
車
が
走
っ

て
い
る
か
見
て
き
て
く
だ
さ
い
。

こ
う
い
う
形
は
四
輪
駆
動
と
い

い
ま
す
」
と
、
ま
る
で
子
ど
も
に

教
え
る
よ
う
な
「
じ
ど
う
し
ゃ

レ
ッ
ス
ン
」
を
熊
岡
さ
ん
が
し

て
く
れ
た
の
を
思
い
出
す
。（
結

局
、
見
た
の
は
戦
車
と
武
器
を

運
搬
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ば
か
り

だ
っ
た
！
）

　
思
え
ば
こ
の
二
十
五
年
間
、

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
「
緊
急
も
開
発
も
」

や
っ
て
き
た
。
今
す
ぐ
手
を
差

し
伸
べ
る
べ
き
こ
と
も
、
時
間

を
か
け
て
じ
っ
く
り
関
係
を
築

く
こ
と
も
、
ど
ち
ら
も
根
底
で

繋
が
っ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

二
十
五
年
経
っ
た
現
在
も
、（
残

念
な
が
ら
）
世
界
は
ま
だ
Ｊ
Ｖ

Ｃ
を
両
方
で
必
要
と
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
を
知
っ
た
の

は
イ
ラ
ク
戦
争
の
直
前
で
し
た
。

な
ん
と
か
ア
メ
リ
カ
の
爆
撃
を

と止
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
ア

メ
リ
カ
大
使
館
な
ど
に
連
絡
を

取
ろ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
た

時
、
新
聞
記
者
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
佐
藤

真
紀
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
電
話
で
お
話
を
う
か
が
っ
た

の
で
す
。
そ
の
活
動
を
知
っ
て
、

自
分
の
無
知
を
恥
じ
、
非
戦
の
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

「
イ
ラ
ク
の
病
院
は
オ
ン
ボ
ロ

で
、
も
し
爆
撃
が
始
ま
っ
た
ら
、

多
く
の
怪
我
人
が
治
療
さ
れ
な

い
ま
ま
見
殺
し
に
さ
れ
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
ま
ず
、
病
院
の
修
理

を
皆
で
や
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　
私
は
こ
の
言
葉
を
一
生
忘
れ

な
い
で
し
ょ
う
。
現
実
を
ま
ず
直

視
し
て
、
行
動
を
起
こ
す
。
実
際

に
自
分
の
手
で
、
足
で
で
き
る
限

り
の
こ
と
を
す
る
。
机
上
の
論
理

に
踊
ら
さ
れ
、
頭
の
中
で
い
く
ら

悩
ん
で
も
、
結
果
的
に
は
何
も
し

て
い
な
い
の
と
同
じ
だ
、
と
い
う

自
分
の
愚
か
さ
に
平
手
打
ち
を

食
ら
わ
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
今
、
日
本
は
狂
っ
た
大
き
な
流

れ
に
乗
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
よ

う
で
、
本
当
に
不
安
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
私
は
あ

の
佐
藤
さ
ん
の
言
葉
を
思
い
出

し
ま
す
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
が
私
の

勇
気
の
源
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
の
声

は
届
か
な
い
。
世
界
の
市
井
の
人

た
ち
の
声
に
な
ら
な
い
声
を
聴

い
て
実
際
に
行
動
を
起
こ
す
の

は
、
き
れ
い
な
水
を
飲
み
、
食
べ

た
い
も
の
を
食
べ
、
パ
ソ
コ
ン
も

自
由
に
使
え
る
私
た
ち
の
役
割

で
あ
り
、
権
利
で
あ
る
と
も
思
い

ま
す
。
佐
藤
さ
ん
た
ち
を
応
援
す

る
と
と
も
に
、
私
も
少
し
で
も
役

に
立
ち
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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■
高
い
水
準
に
あ
っ
た
イ
ラ
ク

　
の
医
療
技
術

　
〇
三
年
六
月
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
派
遣

で
、
小
児
ガ
ン
の
医
療
調
査
の
た
め

初
め
て
イ
ラ
ク
を
訪
れ
た
。
そ
の
際

強
く
感
じ
た
の
は
、
医
師
た
ち
は
高

い
知
識
レ
ベ
ル
を
持
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
お
粗
末
な

抗
ガ
ン
治
療
し
か
行
な
わ
れ
て
い
な

い
、
そ
の
不
釣
合
い
な
状
態
で
あ
っ

た
。
イ
ラ
ク
の
医
師
た
ち
は
、
英
語

は
流
暢
で
最
新
の
医
療
も
知
識
と
し

て
は
持
っ
て
お
り
、
白
血
病
治
療
に

お
い
て
清
潔
環
境
の
維
持
が
も
っ
と

も
大
事
で
あ
る
こ
と
も
十
分
把
握
し

て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
病
院

内
は
お
世
辞
に
も
清
潔
と
は
言
え

ず
、
有
効
な
抗
ガ
ン
治
療
を
行
な
え

る
環
境
に
は
な
か
っ
た
。

　
私
が
今
ま
で
経
験
し
た
地
域
で

は
、
チ
モ
ー
ル
に
し
ろ
コ
ソ
ボ
に
し

ろ
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
さ

と
、
医
療
従
事
者
の
知
識
レ
ベ
ル
の

低
さ
は
お
お
む
ね
相
関
し
て
い
た
。

よ
っ
て
、
イ
ラ
ク
の
両
者
間
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
に
少
々
戸
惑
い
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
の
か
疑
問

に
感
じ
て
い
た
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
原
因
は

紛
争
に
あ
る
。
イ
ラ
ク
は
、
七
〇
年

代
に
は
中
東
随
一
の
医
療
レ
ベ
ル
を

誇
っ
て
い
た
。
海
外
か
ら
講
師
陣
を

招
き
、
高
い
教
育
レ
ベ
ル
と
優
れ
た

イ
ン
フ
ラ
設
備
が
あ
り
、
お
そ
ら
く

は
当
時
の
日
本
と
差
異
の
な
い
医
療

レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
な
ど
海
外
で
教
育
を
受
け

た
医
師
も
多
い
。
そ
の
ま
ま
平
和
が

維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
今
頃
は
進
ん

き
ょ
う
じ
ゅ

だ
医
療
技
術
を
享
受
で
き
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ

ク
戦
争
、
湾
岸
戦
争
、
今
回
の
ア
メ
リ

カ
軍
の
侵
略
に
よ
り
そ
の
チ
ャ
ン
ス

は
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
と
も

と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
医
療
水
準

が
紛
争
に
よ
り
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
、

そ
の
結
果
が
現
在
の
イ
ラ
ク
な
の
で

あ
る
。

■
も
し
戦
争
が
な
け
れ
ば

　
我
々
の
支
援
し
て
い
る
バ
グ
ダ
ッ

ド
子
ど
も
福
祉
教
育
病
院
の
マ
ー
ゼ

ン
医
師
は
、
八
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇

年
ま
で
に
彼
の
病
院
で
治
療
を
受
け

た
六
百
九
十
八
名
の
急
性
リ
ン
パ
性

白
血
病
患
者
の
詳
細
な
デ
ー
タ
を

持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
現
在
彼
と
一

緒
に
解
析
中
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を

見
る
と
、
白
血
病
治
療
と
い
う
限
ら

さ
い
な

れ
た
分
野
で
あ
る
が
、
紛
争
に
苛
ま

れ
医
療
技
術
の
進
歩
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
実
態
を
、
数
字

と
し
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
マ
ー
ゼ
ン
医
師
と
私
は
患
者
の
診

断
時
期
に
よ
り
、
八
九
年
か
ら
九
二

年
ま
で
に
診
断
さ
れ
た
患
者
（
グ

ル
ー
プ
①
）、
九
三
年
か
ら
九
六
年
の

間
に
診
断
さ
れ
た
患
者
（
グ
ル
ー
プ

②
）、
お
よ
び
九
七
年
か
ら
二
〇
〇

〇
年
ま
で
の
患
者
（
グ
ル
ー
プ
③
）

の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
の

生
存
率
の
違
い
を
検
討
し
た
（
下
図

参
照
）。
診
断
後
五
年
目
（
二
百
六
十

週
目
）
の
生
存
率
を
見
る
と
、
グ

ル
ー
プ
①
は
五
七
％
、
グ
ル
ー
プ
②

は
五
四
％
、
グ
ル
ー
プ
③
は
六
六
％

で
、
一
番
生
存
率
の
悪
か
っ
た
の
は

九
三
年
か
ら
九
六
年
に
診
断
を
受
け

た
グ
ル
ー
プ
②
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
イ
ラ
ク
で
は
九
〇
年
代
前
半
に

白
血
病
治
療
は
な
ん
ら
進
歩
を
示
さ

ず
、
む
し
ろ
後
退
し
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

　
マ
ー
ゼ
ン
医
師
に
よ
る
と
、
湾
岸

戦
争
後
の
国
連
制
裁
で
九
二
年
ご
ろ

よ
り
徐
々
に
物
資
が
欠
乏
し
、
九
三

年
か
ら
九
六
年
に
か
け
て
が
、
最
も

物
資
不
足
が
深
刻
で
あ
っ
た
時
期
だ

そ
う
だ
。
抗
ガ
ン
剤
が
手
に
入
ら

ず
、
白
血
病
治
療
を
満
足
に
行
な
え

な
い
症
例
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
そ
う

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
紛
争
に
よ
る

物
資
不
足
が
生
存
率
を
三
％
低
下
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
平
和
が
構
築
さ
れ

て
い
た
な
ら
ば
、
死
な
す
こ
と
の
な

か
っ
た
命
で
あ
る
。
戦
争
に
は
な
ん

ら
関
与
し
て
い
な
い
十
五
歳
以
下
の

子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
あ
る
。
戦
争

が
無
け
れ
ば
、
九
〇
年
代
後
半
に
は

生
存
率
七
〇
％
以
上
を
達
成
し
て
い

て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
国
で
あ

る
。
そ
れ
が
、
戦
争
が
あ
っ
た
た
め

に
時
代
の
進
行
と
と
も
に
得
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
医
療
の
進
歩
は
達
成
で
き

ず
、
逆
に
医
療
状
況
は
悪
化
し
生
存

率
は
低
下
し
た
。

　
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

戦
争
は
直
接
行
な
わ
れ
る
戦
闘
行
為

と
は
無
関
係
な
と
こ
ろ
で
、
ま
っ
た

く
罪
の
な
い
人
々
に
も
被
害
を
出

す
。
ゆ
え
に
戦
争
は
放
棄
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
マ
ー

ゼ
ン
医
師
の
デ
ー
タ
は
、
そ
の
副
次

的
被
害
状
況
を
客
観
的
に
検
証
す
る

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

戦争は、医療も破壊した。

井下 俊JIM-NET ヨルダン駐在員

図
・
九
〇
年
代
イ
ラ
ク
の
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病

　
　
患
者
の
生
存
率

　
　 

（
参
考
・
日
本
の
同
時
期
に
お
け
る
生
存

　
　
　 

率
は
約
七
二
％
で
、
九
〇
年
代
後
半
に

　
　
　 

は
八
〇
％
台
に
達
し
て
い
る
）
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日本イラク医療支援ネットワーク(JIM-NET)からの報告

【転載不可】

※この記事を引用する場合には、必ずJVCもしくは
　JIM-NET 井下に連絡してください。

JIM-NETとは、薬や医療機材が慢性的に不足しているイラクに対して、現地のイ
ラク人医師と連携することによって本当に必要とされている医療支援を実現する
ために、2004年9月にJVCなど6団体によって設立されたネットワークである。
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四
月
初
旬
か
ら
二
週
間
、
活
動
現

場
を
訪
れ
た
。
途
絶
え
て
い
た
イ
ス

ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
間
の
首
脳
会

談
が
二
月
に
実
現
し
、
ま
が
り
な
り

に
も
停
戦
合
意
が
結
ば
れ
た
。
イ
ス

ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
大
規
模
な
軍
事
攻

撃
や
家
屋
破
壊
が
止
み
、
表
向
き
に

は
平
穏
さ
が
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
栄
養
改
善
支
援

を
行
な
っ
て
い
る
ガ
ザ
で
は
、
毎
日

の
よ
う
に
響
い
て
い
た
銃
声
が
遠
の

き
、
子
ど
も
た
ち
も
大
分
落
ち
着
い

て
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
一
方
、
決
し
て
楽
観
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
事
実
だ
。

四
月
に
は
ガ
ザ
南
部
・
ラ
フ
ァ
の
エ

ジ
プ
ト
国
境
地
帯
で
サ
ッ
カ
ー
を
し

て
い
た
男
の
子
三
人
が
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
に
撃
た
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
こ
の

地
で
は
昨
年
大
規
模
な
家
屋
破
壊
が

行
な
わ
れ
た
が
、
攻
撃
に
あ
っ
た

家
々
は
今
も
壊
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
多

写真：ガザ北部、栄養改善支援を行なう幼稚園の子どもたち。
去年秋の侵攻時に比べ、大分落ち着いてきた。

プロジェクトの現場から
message from the field

まだ終わらない
「占領」

　田村 祐子

パレスチナ事業担当

やっと訪れた
家族が安心して
暮らせる日々

津山 直子
南アフリカ現地代表

南アフリカ南アフリカ

パレスチナパレスチナ

　
東
ケ
ー
プ
州
カ
ラ
地
区
。
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
時
代
に
男
た
ち
は
鉱
山
や

白
人
農
場
へ
の
出
稼
ぎ
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
農
業
は
衰
退
し
て
し
ま
っ

た
。
農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
る
世

帯
は
数
％
し
か
な
い
な
か
で
、
環
境

保
全
型
農
業
の
実
践
に
よ
り
、
農
業

を
基
盤
と
す
る
生
活
に
自
信
を
持
つ

人
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

　
ア
ッ
パ
ー
ム
ゲ
村
の
ド
ゥ
ミ
ソ
・

ン
デ
ィ
ビ
さ
ん
（
四
十
八
歳
）
も
そ

の
一
人
で
あ
る
。
ン
デ
ィ
ビ
さ
ん
は

千
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
金
鉱
で
十
三
年

間
働
い
て
い
た
。
家
に
帰
れ
る
の
は

年
に
一
度
か
二
度
。「
深
い
所
で
は

地
下
四
キ
ロ
に
も
な
る
坑
道
で
の
重

労
働
は
危
険
で
、
暑
さ
の
た
め
に
出

た
汗
で
黒
い
肌
が
あ
ん
た
た
ち
の
よ

う
に
白
く
な
っ
た
よ
」
と
言
う
。
不

況
の
た
め
金
鉱
を
解
雇
さ
れ
村
に

戻
っ
た
が
、
現
金
を
得
ら
れ
る
仕
事

は
な
い
。
家
畜
も
食
べ
物
も
な
い
。

あ
ま
り
の
貧
し
さ
に
妻
が
実
家
に

帰
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
ン
デ
ィ
ビ
さ
ん
は
三
年
前
に
Ｊ
Ｖ

Ｃ
が
実
施
し
た
「
環
境
保
全
型
農

業
」
研
修
に
参
加
し
、
そ
れ
を
実
践

し
た
。
自
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

じ
ゃ
が
い
も
を
売
っ
て
牛
二
頭
と
羊

五
頭
を
買
っ
た
。
今
で
は
牛
五
頭
、

羊
十
二
頭
、
ヤ
ギ
八
頭
に
増
え
て
い

る
。
鶏
は
、
農
民
交
流
で
出
会
っ
た

隣
村
の
ジ
ャ
ン
キ
さ
ん
か
ら
二
羽
借

り
て
、
そ
れ
が
二
十
三
羽
に
な
っ

た
。
主
食
の
メ
イ
ズ
や
野
菜
は
他
の

農
民
と
種
を
交
換
す
る
こ
と
で
多
種

栽
培
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
近
所
や

街
か
ら
人
々
が
買
い
に
来
て
い
る
。

　
ン
デ
ィ
ビ
さ
ん
は
「
今
の
暮
ら
し

は
、
一
家
に
初
め
て
訪
れ
た
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
日
々
だ
よ
。
こ
の

農
業
の
お
か
げ
で
、
子
ど
も
た
ち
が

健
康
な
食
べ
物
で
丈
夫
に
育
つ
こ
と

が
何
よ
り
嬉
し
い
。
そ
れ
に
お
金
を

か
け
な
く
て
い
い
」
と
語
る
。
以
前

は
化
学
肥
料
、
農
薬
、
種
を
購
入
し

て
い
た
が
、
無
農
薬
で
肥
料
は
自
家

製
有
機
堆
肥
、
種
は
自
分
で
保
存
し

た
り
、
交
換
す
る
の
で
お
金
が
か
か

ら
な
い
の
だ
。

　
水
道
や
電
気
は
な
く
、
最
低
限
の

物
し
か
持
た
な
い
ン
デ
ィ
ビ
さ
ん
一

家
だ
が
、
家
族
の
あ
た
た
か
い
様
子

が
伝
わ
り
、
私
ま
で
幸
せ
に
包
ま
れ

る
気
が
し
た
。

く
の
家
族
は
戻
る
こ
と
が
で
き
て
い

な
い
。
こ
れ
ら
の
攻
撃
や
不
当
逮
捕

は
日
常
的
に
起
こ
っ
て
い
る
が
、
長

年
の
占
領
の
な
か
で
、
国
際
的
に
は

ほ
と
ん
ど
報
道
も
さ
れ
て
い
な
い
。

　
何
よ
り
も
恐
ろ
し
い
の
は
、
自
治

区
に
住
む
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
移
動
が

さ
ら
に
管
理
さ
れ
、
制
限
さ
れ
つ
つ

あ
る
現
実
だ
。
西
岸
で
は
、
既
存
の

検
問
所
の
巨
大
化
が
急
速
に
進
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
際
人
道
法

の
違
反
で
あ
る
と
し
て
国
際
司
法
裁

判
所
や
国
連
総
会
で
の
決
議
が
イ
ス

ラ
エ
ル
政
府
に
中
止
を
求
め
て
い
る

『
分
離
壁
』
の
建
設
と
同
時
平
行
で

進
ん
で
い
る
。
西
岸
は
こ
の
『
壁
』
の

建
設
や
イ
ス
ラ
エ
ル
入
植
者
・
軍
の

た
め
の
道
路
に
よ
っ
て
細
か
く
分
断

さ
れ
て
い
る
。
検
問
所
の
巨
大
化
に

よ
っ
て
、
自
治
区
の
分
断
が
恒
常
化

す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
不
安
定
な
状
態
が
続
く
パ
レ
ス
チ

ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
で
あ
る
が
、
平
和

を
作
る
た
め
の
草
の
根
の
活
動
も
地

道
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。「
人
権
の

た
め
の
医
師
団
―
イ
ス
ラ
エ
ル
（
Ｐ

Ｈ
Ｒ
）」、「
パ
レ
ス
チ
ナ
医
療
救
済

協
会
（
Ｐ
Ｍ
Ｒ
Ｓ
）」
な
ど
と
の
、
医

療
・
人
権
分
野
で
の
連
携
活
動
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
。
今
年
十
一
月
に

し
ょ
う
へ
い

は
、
そ
の
関
係
者
を
日
本
に
招
聘

し
、
各
地
で
交
流
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
を
行
な
う
予
定
だ
。
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〇
三
年
三
月
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ラ

ク
戦
争
。
そ
の
Ｔ
Ｖ
報
道
で
も
活
躍

し
た
ビ
デ
オ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
綿

井
健
陽
氏
が
、
自
身
の
イ
ラ
ク
に
お

け
る
取
材
を
ま
と
め
た
の
が
こ
の
映

画
だ
。
幼
い
子
ど
も
を
戦
争
で
失
っ

た
、
氏
と
同
年
代
の
父
親
を
中
心

に
、
イ
ラ
ク
に
住
む
ご
く
普
通
の

人
々
を
映
し
出
す
。

　
通
常
の
映
画
と
異
な
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ

と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
入
っ
て
い
な

い
。
話
の
筋
は
お
ろ
か
、
人
物
の
心

象
描
写
ま
で
テ
ロ
ッ
プ
＆
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
化
し
か
ね
な
い
最
近
の
映
像

作
品
の
な
か
に
あ
っ
て
は
異
色
だ
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
対
象
が
必
要
以
上

に
「
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
わ
か
り
や
す

く
」
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
え
て
「
お

涙
頂
戴
の
感
動
ス
ト
ー
リ
ー
」
に
仕

立
て
ず
、
イ
ラ
ク
の
道
端
に
立
っ
て

初
め
て
聴
こ
え
て
く
る
声
を
、
そ
の

場
の
か
す
か
な
雑
音
ま
で
含
め
て
切

り
捨
て
ず
に
す
く
い
取
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
カ
メ
ラ
が
追
っ
て
い
る

　10月のある日、タイ東北部コンケ

ン県の農村に泊まった。その晩、村人

の女性が、頭にヘッドランプをつけ

て何やらごそごそやり始めた。何を

しているのか聞いてみると、コオロ

ギを採っているという。まずコオロ

ギの鳴き声を頼りに、静かに近づい

ていく。突然、持っていた細長いス

コップを土に突き刺す。間髪入れず

に、手で土ごと鷲づかみにすると、手

の中に体長5 センチもある大きなエ

ンマコオロギをみごと捕まえていた。

その間の目にも留まらぬすばやい動

作。草むらの中でコオロギがどこに

いるかも見分けられなかった僕は、

彼女に完全に脱帽した。

虫を食す。
タイ事業担当　倉川 秀明

スタッフのひとりごとスタッフのひとりごと

映画『Little Birds  ～イラク 戦火の家族たち～』
わたい たけはる

撮影/監督・綿井 健陽　 配給・Project Little Birds   102分

イラスト／かじの 倫子

みるよむきくみるよむきく

　彼女は小１時間でコオ

ロギを30匹あまりも採っ

ただろうか、「ヒデ（僕の

こと）は採れたか」などと、

僕が１匹も採れなかった

ことを知っていながら、不敵な笑い

を浮かべて皮肉るのだった。恐るべ

し、村のおばちゃん！　翌日の町の

市場には、もちろんそのコオロギが

売られていたのだった。

　タイ東北部の人々は虫をよく食べ

る。バッタやコオロギはもとより、コ

ガネムシ、カナブン、カブトムシ、エ
フンムシ

ンマコガネ（糞虫）、タガメ、オケラ、
さなぎ

セミ、カイコの蛹、カマキリ、カメム

シ、赤アリの卵など、食べる虫の種類

は豊富だ。虫によって、味はもちろん

料理の仕方も違い、この虫がこんな

味だとは、と「目からうろこ」の連続。

人々は食べ物がないから虫を食べる

のではなく、おいしいから食べるの

だ。虫も地域の食材のひとつであり、

虫に応じて工夫された料理方法も地

域の知恵のひとつと言える。私たち

のプロジェクトである町の直売市場

でも、１年を通じて虫が売られ、これ

がまたよく売れるのだ。

も
の
が
彼
ら
の
「
日
常
」
で
あ
っ
て
、

時
間
が
来
た
ら
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
が
流

れ
て
終
了
す
る
「
ド
ラ
マ
＝
非
日

常
」
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
想

像
さ
せ
る
た
め
だ
ろ
う
。
た
と
え
そ

れ
が
、
ど
ん
な
に
悲
惨
で
不
条
理
で

絶
望
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
て
も
。

　
映
し
出
さ
れ
る
家
族
を
取
り
ま
く

状
況
を
考
え
る
と
、
そ
の
苦
し
さ
や

怒
り
か
ら
「
想
像
を
絶
す
る
」
と
い

う
安
易
な
言
葉
で
逃
げ
ず
に
、
無
理

矢
理
に
で
も
想
像
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
感
じ
さ
せ
る
。
見
る
側
に
、

ど
う
受
け
止
め
る
の
か
を
容
赦
な
く

突
き
つ
け
て
く
る
感
じ
だ
。

　
芝
居
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

を
見
て
外
に
出
た
時
に
、
そ
の
内
容

と
あ
た
り
の
風
景
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

く
ら
く
ら
す
る
こ
と
が
あ
る
。
混
乱

せ
い
ひ
つ

の
な
か
に
あ
り
な
が
ら
静
謐
な
イ
ラ

ク
と
、
騒
が
し
く
て
平
和
な
新
宿

と
。「
自
分
た
ち
は
、
い
っ
た
い
ど
こ

に
い
る
ん
だ
ろ
う
」
そ
う
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
、
そ
ん
な
映
画
だ
。

（
会
報
誌
レ
イ
ア
ウ
ト
／
総
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

細
野 

純
也
）

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・

　[

綿
井
健
陽 W

eb Journal]

　

　
　URL : http://w

w
w
1.odn.ne.jp/w

atai/

　[

映
画
公
式
ペ
ー
ジ]

　
　U

RL : http://w
w
w
.littlebirds.net/

　
　
自
主
上
映
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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る
た
め
九
五
年
か
ら
運
営
。
ビ
デ
オ

の
映
像
素
材
を
、
高
温
多
湿
な
環
境

に
強
く
、
ま
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

再
生
で
き
る
こ
と
で
多
く
の
人
が
利

用
で
き
る
Ｃ
Ｄ
に
移
し
た
。（
　
　
）

技
術
学
校

　
自
動
車
修
理
と
溶
接
を
学
ぶ
職
業

訓
練
校
と
付
設
整
備
工
場
。
プ
ノ
ン

ペ
ン
校
は
、
地
主
で
あ
る
政
府
が
土

地
を
売
却
す
る
た
め
や
む
な
く
移
転

す
る
。
土
地
を
購
入
す
る
企
業
と
補

償
交
渉
を
続
け
て
い
る
。

　
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
校
は
政
府
の
管

轄
変
更
に
伴
い
、
訓
練
校
は
い
っ
た

ん
閉
鎖
し
、
建
物
と
機
材
は
運
輸
局

の
研
修
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

検
討
中
。（
米
倉
）

調
査
研
究
・
政
策
提
言

　
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
の
地
元
住
民
の

漁
業
共
同
体
（
漁
業
組
合
）
と
土
地

調
査
を
終
了
。

　
ラ
タ
ナ
キ
リ
県
先
住
民
族
の
共
有

林
管
理
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
総

務
・
会
計
補
佐
を
続
け
た
。

　
ま
た
、
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
Ｎ
Ｇ

Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
）
共

同
世
話
人
の
一
人
と
し
て
、
日
本
大

使
館
・
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）・
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）

と
の
定
期
協
議
で
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

へ
の
提
言
を
Ｊ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
と
協
働
で
行

な
っ
た
。（
米
倉
）

持
続
的
農
業
と
農
村
開
発(

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｄ)

　
安
全
な
水
や
食
糧
の
確
保
を
目
指

し
て
、
九
四
年
か
ら
活
動
。
活
動
地

で
は
記
録
的
な
少
雨
に
よ
り
ほ
と
ん

ど
米
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

必
要
な
食
糧
を
購
入
す
る
た
め
に
多

く
の
住
民
が
プ
ノ
ン
ペ
ン
へ
出
稼
ぎ

に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
か
ら
、

緊
急
支
援
と
し
て
一
世
帯
あ
た
り
二

た
ね
も
み

十
キ
ロ
の
種
籾
の
配
布
を
行
な
っ

か

た
。
浅
井
戸
や
池
が
涸
れ
、
生
活
に

必
要
な
水
も
確
保
で
き
な
い
と
い
う

せ
っ
ち
ゅ
う

状
況
な
た
め
、
折
衷
井
戸
の
設
置
を

予
定
よ
り
多
く
実
施
し
、
目
標
と
し

て
い
た
二
十
五
〜
三
十
世
帯
に
一
基

の
折
衷
井
戸
の
確
保
を
活
動
地
の
ほ

ぼ
全
域
で
達
成
し
た
。（
　
　
）

資
料
・
情
報
セ
ン
タ
ー(

Ｔ
Ｒ
Ｃ)

　
持
続
的
農
業
や
農
村
開
発
に
従
事

す
る
人
々
に
資
料
や
情
報
を
提
供
す

JVC PROJECTS

C
A
M
B
O
D
IA

カ
ン
ボ
ジ
ア

V
IE
T
 N
A
M

ベ
ト
ナ
ム

T
H
A
IL
A
N
D

タ
イ

地
場
の
市
場
づ
く
り

　
タ
イ
東
北
部
コ
ン
ケ
ン
で
は
、
地

域
循
環
の
流
通
シ
ス
テ
ム
を
作
り
出

す
た
め
に
、
地
場
の
市
場
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。
三
月
に
ア
ジ
ア
農
民

交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｃ
）
の
交

流
ツ
ア
ー
を
受
け
入
れ
、
山
形
県
長

井
市
の
横
山
太
吉
氏
か
ら
地
域
循
環

活
動
の
紹
介
を
受
け
た
。
日
本
の
農

民
と
も
交
流
で
き
、
い
い
刺
激
と

な
っ
た
。
四
月
に
市
場
の
会
員
規
約

に
つ
い
て
検
討
し
直
し
、
会
員
規

約
、
市
場
運
営
規
則
、
市
場
委
員
会

規
則
を
改
訂
し
た
。（
倉
川
）

農
村
で
学
ぶ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
や
開
発
に
興
味
が
あ

る
人
を
対
象
に
、
タ
イ
の
農
村
で
学

ぶ
機
会
を
提
供
す
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
十
期
生
と
し
て
二
名
を
受
け
入

れ
る
。
六
月
に
タ
イ
に
渡
る
。
現
在
、

イ
ン
タ
ー
ン
四
期
生
の
一
人
が
津
波

復
興
支
援
担
当
と
し
て
東
京
事
務
所

で
活
躍
し
て
お
り
、
五
月
に
は
八
期

生
の
一
人
が
津
波
復
興
活
動
の
モ
ニ

タ
ー
役
と
し
て
タ
イ
南
部
に
向
か
っ

た
。（
森
本
）

津
波
被
災
地
支
援

　
現
地
調
整
員
と
し
て
堤
由
貴
が
五

農
村
開
発
（
ホ
ア
ビ
ン
省
）

　
持
続
的
農
業
と
環
境
保
全
へ
の
取

《 

開
発
協
力 

》

L
A
O
S

ラ
オ
ス

森
林
保
全
と
自
然
農
業
（
カ
ム
ア
ン
県
）

　
複
合
農
業
活
動
の
一
環
と
し
て
果

樹
苗
支
援
を
開
始
し
、
早
一
年
が
過

ぎ
た
。
今
年
、
東
南
ア
ジ
ア
全
域
を

襲
っ
た
深
刻
な
干
ば
つ
は
、
こ
こ
カ

ム
ア
ン
県
に
も
影
響
し
て
お
り
、
果

こ
　
し

樹
苗
の
枯
死
や
生
育
不
良
の
問
題
が

起
き
て
い
る
。
し
か
し
悪
条
件
の
な

か
で
も
、
蓄
糞
の
投
入
や
フ
ェ
ン
ス

の
強
化
、
水
や
り
な
ど
を
丹
念
に
行

な
い
、
上
手
に
育
て
て
い
る
農
家
も

あ
り
、
こ
れ
ら
の
農
家
を
中
心
と
し

た
果
樹
栽
培
技
術
の
普
及
を
検
討
し

て
い
る
。

　
四
月
末
に
、
県
や
郡
行
政
官
、
村

人
と
と
も
に
中
間
評
価
会
議
を
行
な

い
、
こ
こ
二
年
間
の
活
動
や
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
村
人

か
ら
は
お
お
む
ね
良
好
な
評
価
が
得

ら
れ
た
が
、
開
発
事
業
と
村
人
と
の

土
地
紛
争
が
解
決
で
き
な
い
こ
と
、

岩
盤
が
あ
っ
て
人
力
だ
け
で
は
井
戸

が
掘
れ
な
い
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か

の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
た
。（
名
村
）

り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
村

づ
く
り
委
員
会
の
能
力
向
上
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
活
動
の
一
つ

か
ん
が
い

と
し
て
ナ
ム
ソ
ン
村
で
灌
漑
用
水
路

の
補
修
工
事
を
実
施
。
村
づ
く
り
委

員
会
が
資
材
の
調
達
、
運
搬
手
配
と

集
落
内
の
労
働
分
配
を
行
な
い
、
住

民
が
技
術
者
の
指
導
の
も
と
建
設
に

参
加
し
て
い
る
。
完
成
ま
で
に
話
し

合
い
を
繰
り
返
し
、
住
民
、
村
づ
く

り
委
員
会
と
も
大
変
な
思
い
を
し
た

が
、
村
づ
く
り
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は

「『
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
』
で
は
な
く
『
私

た
ち
の
活
動
』
と
し
て
が
ん
ば
っ

た
」
と
語
り
、「
自
分
た
ち
で
何
か
を

行
な
い
完
成
さ
せ
る
こ
と
」
に
自
信

が
つ
い
た
よ
う
だ
。（
伊
能
）

自
然
資
源
管
理
（
ソ
ン
ラ
省
）

　
九
九
年
よ
り
自
然
資
源
を
住
民
自

身
が
管
理
し
て
い
く
取
り
組
み
を
支

た
い
ひ

援
し
て
い
る
。
堆
肥
の
使
い
方
の
実

践
や
そ
の
効
果
な
ど
を
住
民
と
と
も

に
学
ぶ
た
め
、
三
月
か
ら
四
月
に
か

け
て
陸
稲
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
モ
デ

ル
地
区
を
四
集
落
で
作
っ
た
。
四
月

に
種
ま
き
を
し
て
、
今
後
成
長
に
応

じ
た
研
修
を
定
期
的
に
行
な
う
。
家

畜
飼
育
の
研
修
も
始
め
、
糞
を
集
め

や
す
く
し
て
堆
肥
作
り
に
活
か
す
な

ど
活
動
を
組
み
合
わ
せ
、
身
の
ま
わ

り
の
も
の
を
活
用
す
る
工
夫
を
進
め

て
い
る
。（
栗
原
）

月
上
旬
に
四
ヵ
月
の
予
定
で
現
地
入

り
し
た
。
パ
ン
ガ
ー
県
の
真
珠
貝
島

で
は
、
現
地
津
波
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

支
援
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
漁
船
六

十
四
隻
の
う
ち
三
十
隻
の
修
理
が
完

了
し
た
。
ラ
ノ
ー
ン
県
ラ
オ
島
ノ
ー

ク
で
は
ま
だ
長
期
的
な
食
糧
の
確
保

さ
え
で
き
て
い
な
い
の
で
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ

か
ら
の
支
援
金
の
一
部
を
食
糧
の
確

保
に
あ
て
る
。（
倉
川
）
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[ 2005年3月後半～2005年5月前半 ]
S
O
U
T
H
 A
F
R
IC
A

南
ア
フ
リ
カ

P
A
L
E
S
T
IN
E

パ
レ
ス
チ
ナ

農
村
開
発
（
東
ケ
ー
プ
州
カ
ラ
地
区
）

　
安
定
し
た
食
料
生
産
と
農
村
地
域

の
復
興
を
目
指
し
て
、
〇
一
年
よ
り

環
境
保
全
型
農
業
の
研
修
と
普
及
を

行
な
っ
て
い
る
。
三
月
末
に
他
地
域

か
ら
の
農
民
十
四
名
が
コ
ン
ポ
ス

ト
・
ト
イ
レ
（
堆
肥
利
用
型
ト
イ
レ
）

を
視
察
。
人
糞
を
良
質
の
堆
肥
と
し

て
利
用
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
十

五
基
の
建
設
を
支
援
し
て
い
る
。
五

月
の
農
民
研
修
で
は
、
雨
水
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
に
等
高
線
に
沿
っ

て
溝
を
掘
る
な
ど
、
畑
の
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
年
四
回

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
、
新
た
に
三
名

の
農
民
が
優
良
賞
を
受
賞
。（
小
林
）

子
ど
も
の
教
育
支
援

　
　
　（
ジ
ョ
ハ
ネ
ス
バ
ー
グ
市
）

　
地
域
住
民
が
運
営
す
る
テ
ボ
ホ
障

害
児
ホ
―
ム
を
支
援
。
三
歳
〜
二
十

歳
の
三
十
八
人
が
介
護
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
生
活
し
て
い
る
。
四
月
に
は

地
元
の
消
防
隊
員
の
協
力
を
得
て
、

ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
救
急
処
置
の
研

修
を
実
施
。
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し

て
、
ス
タ
ッ
フ
や
保
護
者
へ
の
介

護
、
施
設
運
営
、
機
能
回
復
訓
練
の

研
修
も
継
続
し
て
い
る
。（
津
山
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
調
査
（
リ
ン
ポ
ポ
州
）

　
南
ア
北
部
の
農
村
地
域
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
予
防
・
啓
発
、
感
染

《 

緊
急
対
応 

》

K
O
R
E
A

コ
リ
ア

A
F
G
H
A
N
IS
T
A
N

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

女
性
と
子
ど
も
の
健
康
改
善
支
援

　
本
年
度
は
ナ
ン
ガ
ル
ハ
ル
県
シ
ェ

ワ
郡
ゴ
レ
ー
ク
集
合
村
に
あ
る
診
療

所
を
、
保
健
省
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
支
援
す
る
。
現
在
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
進
め
る
と
同
時
に
、
緊
急

か
つ
ニ
ー
ズ
の
高
い
医
薬
品
は
支
給

を
開
始
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
の
養
成
も
計
画
。

◎
女
性
医
療
従
事
者
養
成
コ
ー
ス
／

支
援
内
容
が
ほ
ぼ
確
定
し
、
教
材
や

備
品
、
電
気
器
具
な
ど
を
見
積
中
。

◎
伝
統
産
婆
の
職
能
向
上
研
修
／
昨

年
度
支
援
し
た
集
合
村
四
ヵ
所
と
新

た
に
一
集
合
村
の
産
婆
さ
ん
計
約
七

十
名
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
キ
ッ
ト
支

給
と
再
研
修
を
一
年
間
実
施
す
る
。

◎
安
全
な
水
の
供
給
と
衛
生
教
育
／

医
療
支
援
地
域
で
あ
る
三
つ
の
集
合

IR
A
Q

イ
ラ
ク

幼
稚
園
児
栄
養
改
善
支
援

　
ガ
ザ
地
区
の
五
つ
の
幼
稚
園
（
約

五
百
人
）
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で
生
産

さ
れ
た
牛
乳
と
鉄
分
強
化
ビ
ス
ケ
ッ

ト
を
提
供
し
て
い
る
。
幼
稚
園
は
五

月
末
で
終
了
し
夏
休
み
に
入
っ
た
。

五
、
六
月
に
は
、
母
親
の
た
め
の
健

康
教
室
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
各
幼
稚
園
で
開
催
。
ラ
フ
ァ
地
区

の
幼
稚
園
で
は
一
回
の
教
室
あ
た
り

約
五
十
人
が
参
加
し
た
。（
藤
屋
）

難
民
キ
ャ
ン
プ
子
ど
も
文
化
支
援

　
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
地
区
ベ
イ
ト
ジ
ブ
リ

ン
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
ハ
ン
ダ
ラ
セ
ン

タ
ー
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ゲ
ー
ム
な

ど
を
通
し
て
楽
し
く
学
べ
る
教
室
を

十
一
月
か
ら
支
援
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
支
援

者
へ
の
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
、
エ
イ
ズ

遺
児
支
援
な
ど
の
活
動
を
行
な
う
予

定
。
州
政
府
保
健
省
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
看

護
師
と
、
地
域
住
民
に
よ
る
在
宅
ケ

ア
な
ど
の
活
動
に
対
す
る
政
府
の
支

援
状
況
や
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
力
体

制
に
つ
い
て
協
議
し
た
。（
津
山
）

村
で
井
戸
を
約
九
十
ヵ
所
に
設
置

し
、
同
時
に
利
用
者
グ
ル
ー
プ
に
衛

生
教
育
も
実
施
す
る
。
現
在
、
農
村

復
興
開
発
省
と
調
整
中
。（
谷
山
）

シ
ギ
高
等
女
学
校
支
援

　
ナ
ン
ガ
ル
ハ
ル
県
シ
ェ
ワ
郡
シ
ギ

村
女
子
学
校
に
対
し
、
昨
年
度
の
校

舎
増
設
支
援
に
続
い
て
椅
子
・
机
な

ど
備
品
の
支
援
を
準
備
中
。（
谷
山
）

政
策
提
言
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
除
隊
兵
士
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を

行
な
い
、
武
装
解
除
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

新
提
言
書
を
準
備
中
。
ま
た
、
米
軍

が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
支
援
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
占
拠

し
た
事
件
を
事
例
と
し
て
、
連
合
軍

に
よ
る
人
道
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

見
直
し
を
交
渉
中
。（
谷
山
）

に
よ
る
四
月
の
白
血
病
治
療
薬
支
援

七
千
ド
ル
の
協
力
も
得
た
。（
原
）

フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
緊
急
支
援
　
　

　
軍
事
作
戦
に
よ
る
破
壊
と
患
者
の

通
行
制
限
に
よ
り
、
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ

総
合
病
院
が
十
分
に
機
能
せ
ず
、
避

難
民
の
主
な
救
急
医
療
の
受
入
先
と

し
て
近
郊
の
ラ
マ
デ
ィ
病
院
の
重
要

性
が
高
ま
っ
た
。
四
月
上
旬
に
イ
ラ

ク
人
の
現
地
協
力
者
を
通
し
て
怪
我

の
応
急
措
置
な
ど
に
必
要
な
包
帯
や

ば
ん
そ
う
こ
う

絆
創
膏
な
ど
二
千
ド
ル
相
当
を
提
供

し
た
。（
原
）

ガ
ン
・
白
血
病
医
療
支
援

　「
戦
闘
終
結
」
か
ら
二
年
が
経
過

し
た
も
の
の
、
保
健
省
を
中
心
と
し

た
医
薬
品
供
給
シ
ス
テ
ム
が
復
旧
せ

ず
、
不
足
し
て
い
る
抗
ガ
ン
剤
や
抗

生
物
質
な
ど
の
治
療
薬
を
、
ヨ
ル
ダ

ン
を
拠
点
に
イ
ラ
ク
の
病
院
へ
支
援

し
て
い
る
。
三
〜
五
月
に
は
、
一
万

九
千
ド
ル
相
当
分
の
白
血
病
治
療
薬

と
検
査
針
を
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
二
病
院

と
モ
ス
ル
の
一
病
院
に
提
供
し
た
。

「
ア
ラ
ブ
の
子
ど
も
と
仲
良
く
す
る

会
」
と
も
現
地
で
協
力
し
、
同
団
体

「
第
四
回
北
朝
鮮
人
道
支
援
　
　

　
　
　
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
」
開
催

　
韓
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
主
催
に
よ
る
「
第
四

回
北
朝
鮮
人
道
支
援
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会

議
」
が
、
五
月
末
に
北
京
で
開
催
さ

ピ
ョ
ン
ヤ
ン

れ
た
。
平
壌
駐
在
の
国
連
職
員
、
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ほ
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

北
米
、
日
中
韓
か
ら
約
百
二
十
人
が

参
加
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
か
ら
も
代
表
の
熊
岡

路
矢
以
下
三
名
が
参
加
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
人
道
支
援
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
農
村
開
発
な
ど
長
期
的
な
支
援

活
動
に
徐
々
に
移
行
す
る
方
針
を
確

認
し
た
。（
寺
西
）

は
五
月
中
旬
で
終
了
し
た
が
、
セ
ン

タ
ー
の
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心

に
、
独
自
に
こ
の
よ
う
な
教
室
を
継

続
し
て
い
く
予
定
。（
藤
屋
）

信
頼
醸
成
の
た
め
の
活
動
支
援

　
「
人
権
の
た
め
の
医
師
団-

イ
ス

ラ
エ
ル
」
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
医
療
系

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
共
同
で
行
な
っ
て
い
る
巡

回
診
療
に
継
続
参
加
。
今
秋
、
両
Ｎ

し
ょ
う
へ
い

Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
の
日
本
へ
の
招
聘
を

計
画
。
両
者
と
も
日
本
の
市
民
と
と

も
に
、
人
権
・
平
和
・
健
康
の
問
題

に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
へ
の
期
待

は
大
き
く
、
熱
心
に
準
備
を
進
め
て

い
る
。（
藤
屋
）
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こ
ん
に
ち
は
。
南
半
球
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
政
治
学
博

士
号
取
得
の
た
め
に
日
々
精
進
し

て
い
る
つ
も
り
の
名
波
彰
子
で
す
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
近
年
、

語
学
留
学
や
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ

デ
ー
、
そ
し
て
旅
行
先
と
し
て
と

み
に
日
本
で
人
気
が
出
て
き
た
国

で
す
が
、
こ
の
小
さ
な
南
太
平
洋

の
島
国
、
実
は
人
道
支
援
に
結
構

な
力
を
注
い
で
い
る
国
で
も
あ
り

ま
す
。
以
前
一
年
ほ
ど
、
現
地
の
開

発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

ま
し
た
が
、
異
文
化
へ
の
理
解
を

含
め
た
現
地
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
の

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
会
員
に
な
っ
た
の
は
、

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

会
員
登
場
！

31

〈
在
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
〉

あ 

き 

こ

名
波 

彰
子

南
太
平
洋
の
島
国
か
ら

■オゾンホールにすっぽり
　はまるニュージーランド
　は日射しが強い!

足
で
資
料
を
稼
ぐ
研
究
を
し
よ
う

と
思
い
、二
年
前
に
日
本
に
一
時
帰

国
し
た
と
き
に
お
手
伝
い
を
し
始

は
な
は

め
た
と
い
う
、
甚
だ
不
純
な
動
機

だ
っ
た
の
で
し
た
。
で
も
、
こ
の
二

年
間
で
わ
か
っ
て
き
た
の
は
、Ｊ
Ｖ

Ｃ
が
現
地
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
大
事
に
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
こ
と
。そ
ん
な
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
と
て

も
好
き
で
す
。

　
た
ま
に
ふ
ら
り
と
日
本
に
帰
っ

て
は
事
務
所
に
お
邪
魔
し
て
い
る

私
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
会
員
と
し

て
、ま
た
南
太
平
洋
の
援
助
政
策
の

研
究
者
の
た
ま
ご
と
し
て
、Ｊ
Ｖ
Ｃ

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

新
ス
タ
ッ
フ
紹
介

春
は
出
会
い
の
季
節
。
新
ス
タ
ッ
フ
／
新
イ
ン
タ
ー
ン
の
紹
介
で
す
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
事
務
局
を
し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
二
〇
〇
〇
年
か
ら
世
話
人
と
し
て
関

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
前
職
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

駐
在
中
に
は
援
助
機
関
に
よ
る
学
校
建
設
の
コ
ス
ト
比

較
調
査
、
日
本
で
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
に
つ
い
て
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
と
も
に
外
務
省

な
ど
に
提
言
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
「
現

場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
ゆ
る
こ
と
か
ら
独
立
し
た
立
場
で
政
府
に

提
言
す
る
」
姿
勢
に
共
鳴
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
担
当

と
し
て
、
な
に
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
日
本
の
多
く

の
人
々
（
自
分
の
子
ど
も
二
人
に
も
）
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
転
職
を
機
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
＆
サ
ラ
リ
ー
ダ
ウ
ン
。
妻
か
ら
お
小
遣
い

を
下
げ
る
と
通
告
さ
れ
、
御
徒
町
の
食
事
の
安
さ
に
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

は 

せ 

べ

た
か
と
し

長
谷
部 

貴
俊

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
業
担
当

わ
た
な
べ

な 

お 

こ

渡
辺 

直
子

南
ア
フ
リ
カ
事
業
担
当

　
イ
ギ
リ
ス
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
働
い
た
後
、大
学
院
へ

進
学
。
以
来
、
現
場
に
重
点
を
お
い
て
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
働
き
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
着
任
早
々
、「
ま
ず
は
現
場
を
見
て
来
い
」
と
ば
か

り
に
南
ア
に
来
て
い
ま
す
（
五
月
中
旬
現
在
）
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
事
業
対
象
地
の
ひ
と

つ
、
カ
ラ
地
区
を
訪
問
中
で
す
が
、
現
地
の
人
々
は
み
な
明
る
く
、
や
さ
し

く
、
た
く
ま
し
く
、
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。
い
っ
ぽ
う
彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
収

入
が
な
く
、多
く
の
人
が
年
金
な
ど
に
頼
っ
て
生
活
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

こ
の
一
見
相
反
す
る
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、
差
別
っ
て
な
に
？
　
彼
ら

に
と
っ
て
の
幸
せ
と
は
？
　
と
様
々
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
東
京
勤
務
で
す
が
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
が
動
き
や
す
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
た
め
に
も
、
現
場
の
動
き
に
敏
感
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
十
五
年
前
、
海

外
に
飛
び
出
し
て

い
っ
た
人
た
ち
か
ら

生
ま
れ
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ

は
、
海
外
現
場
に
身

を
置
き
な
が
ら
も
、

日
本
で
の
普
段
の
生

活
で
感
じ
る
疑
問
、

現
場
と
私
た
ち
の
つ

な
が
り
を
常
に
考
え

な
が
ら
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ら
し
い
視
点
」
を
皆
さ

ん
と
共
有
す
る
場
と
し
て
、
今
年

は
毎
月
第
三
水
曜
日
に
「
Ｊ
Ｖ
Ｃ

水
曜
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
第
一
回
目
と
し
て
ス
ー
ダ
ン
、

二
回
目
で
「
石
油
と
戦
争
」
を
取
り

あ
げ
ま
し
た
。
第
三
回
目
と
な
る

七
月
二
十
日
に
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
理
事

の
大
野
和
興
さ
ん
に
「
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。■第1回目のスーダン報告会で報告を

　する事務局長の清水俊弘

設立25周年記念！

JVC水曜講座JVC水曜講座
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募金にご協力ありがとうございます

JVCの活動は、皆さまの募金に支えられています。

　「携帯電話で話す時、右耳に当てる？　

それとも左耳？」という性格診断テストを

テレビで見ました。ちなみに私は右手で操

作して左手に持ち替えて左耳に当てます。

そうする人は「がんこな人」とのこと。昔

ながらの固定電話が右手でダイアルして左

手で受話器を持つスタイルですが、それを

守り続けているから、だとか。単に利き手

の問題？　という気もしますが、せっかく

だからこの伝統を守っていこうかな。（広）

無指定

タイ

       (津波被害)　

カンボジア

ラオス

ベトナム

南アフリカ

パレスチナ

アフガニスタン

北朝鮮

イラク

683,153円

3,000円

10,426,541円

55,000円

461,000円

55,000円

30,000円

65,000円

2,244,810円

0円

831,082円

1,079,975円

14,000円

1,080,732円

371,402円

99,000円

4,000円

0円

14,000円

0円

0円

1,017,000円

3月 4月

①JVC募金

3月計

4月計

JVCの各国での活動に役立てられます。募金先

をご指定いただくこともできます。

　　口座番号：00190-9-27495

　　加入者名：JVC東京事務所

15,126,586円
  3,770,109円

編 集 後 記

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③JVCマンスリー募金

3月計   658,200円 / 568件
4月計   673,400円 / 578件

銀行や郵便局の口座からの自動引き落としを利

用する手軽な募金方法です。

②犬養道子「みどり一本」募金

この募金はJVC活動地での環境プロジェクトに

使われます。

　　口座番号：00100-8-212497

　　加入者名：犬養道子「みどり一本」

3月計

4月計

470,306円 / 33件
229,500円 / 23件

　
昨
年
度
「
タ
イ
の
農
村
で
学
ぶ
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
今

後
は
学
ん
だ
も
の
を
発
揮
し
、
開
発
教

育
と
い
う
分
野
で
多
く
の
人
に
あ
り
の

ま
ま
の
事
実
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
け
れ

ど
、
情
報
も
、
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
も
溢
れ
る
な
か
で
、
伝
え

た
い
こ
と
を
わ
か
る
よ
う
に
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
。

ま
た
、国
際
協
力
の
場
に
立
つ
上
で
の
信
念
を
持
つ
に
は
ま
だ

ふ

自
分
の
中
で
腑
に
落
ち
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

て
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
イ
ン
タ
ー

ン
の
お
話
が
あ
り
、
絶
好
の
機
会
だ
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
情
報
発
信
の
技
術
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
国
際
協
力
に
携
わ
る
た
く
さ
ん
の
人
に
直
に
触
れ
、

私
な
り
の
国
際
協
力
の
形
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

か 
が 
わ

ゆ 

き 

こ

香
川 
友
紀
子

イ
ン
タ
ー
ン
紹
介

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
イ
ン
タ
ー
ン

JIM-NET 2,000円 90,000円

※JIM-NET：日本イラク医療支援ネットワーク

　　イラクでの医療支援を協力して行なうNGOネットワーク

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
出
会
っ
た
の
は
一
昨
年
初

め
の
こ
と
。「
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
　
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ

Ｅ
　
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
で
聞
い
た
熊
岡
代
表
の

演
説
に
感
銘
を
受
け
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
。
そ
の
後
、
パ
レ
ス
チ
ナ
や
コ
リ
ア

関
連
を
中
心
に
約
二
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
様
々
な
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
、
六
年
弱
、
専
門
商
社
に
て
営
業
の
仕
事
に
従

事
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
際
協
力
の
世
界
へ
の
関
心
が
募
り
、

昨
年
末
に
退
社
。
将
来
携
わ
り
た
い
仕
事
の
一
つ
が
、
紛
争
地

へ
の
緊
急
支
援
・
復
興
支
援
を
行
な
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
の
広
報
業
務

で
あ
る
た
め
、
そ
の
た
め
の
良
い
勉
強
に
な
る
だ
ろ
う
と
考

え
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
広
報
イ
ン
タ
ー
ン
に
応
募
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
の
一
年
間
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
長
所
・
特
徴
を

よ
り
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
べ
き

か
、
様
々
な
提
案
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
か
は
し
ゆ
た
か

高
橋 

豊

広
報
イ
ン
タ
ー
ン

　「
貧
困
」「
持
続
可
能
な
社
会
」「
心
の

豊
か
さ
」
「
地
域
活
性
」
「
日
本
人
と
し

て
、
日
本
へ
伝
え
る
」。
こ
ん
な
パ
ラ
パ

ラ
と
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
自
分
の
関
心

を
強
く
占
め
て
い
た
去
年
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
タ
イ
農
村
イ
ン
タ
ー
ン

募
集
の
お
知
ら
せ
と
出
会
い
ま
し
た
。点
々
と
し
て
い
た
テ
ー

マ
が
線
で
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
、
早
速
応
募
。
し
か
し

「
本
年
度
は
受
け
入
れ
中
止
」
と
の
お
返
事
。
残
念
で
し
た
が
、

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
理
念
や
活
動
に
と
て
も
共
感
を
覚
え
た
の
で
、広
報

イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
企
業
の
社
会
貢
献
室
で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た

が
、国
際
協
力
の
分
野
は
ま
だ
ま
だ
日
本
人
の
間
で
関
心
が
低

い
こ
と
が
常
々
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
よ
く
学
び
、
感
じ
て
考
え
て
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
な
形
で
自
分
が
課
題
と
関
わ
っ
て
い
く
か
の

ヒ
ン
ト
を
つ
か
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ふ 

く 

だ

あ 

き 

こ

福
田 

晃
子

広
報
イ
ン
タ
ー
ン
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　日本国際ボランティアセンター（Japan International Volunteer Center）は、1980年2月、タイのバンコクで誕生した市民による国際協力団体です。JVCの活動目的は、
国際社会のなかで、社会的、精神的、物理的に困難な立場を強いられているアジアやアフリカ・中東の人びとに協力すると同時に、地球環境を守る新しい生き方と人間関係をつ
くり出そうということにあります。そのため私たちは、自らの意志でJVCに参加し、活動を継続してきました。JVCはボランティアという言葉を、「自発的意志をもって、責任
ある行動をとる」という意味で団体名として使っています。

※本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。
※本誌は再生紙を使用しています。

■JVCでは会員を募集しています。 ■オリエンテーション(説明会)へお越しください。
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を彩る

Thailand

　会員は総会に出席し、JVCの方針などを決定するほか、
情報・資料の入手、各種の活動・報告会・学習会等へ参
加することができます。会員の方には年7回この会報を
お届けします。
　　◎一般会員 10,000円
　　◎学生会員 5,000円
　　◎団体会員 30,000円
　　 ※それぞれに正会員と賛助会員があります。

入会のお申し込み、会員の方のメールマガジンのお申し
込み、住所変更などは会員担当へ。
　　s-tera@ngo-jvc.net

■ホームページ
　　http://www.ngo-jvc.net/

■E-mail
　　info@ngo-jvc.net

JVCの活動内容をご紹介しています。お気軽にご参加ください。
（無料。予約不要です）
　　第1月曜日 午後7：00－8：30
　　第2・第4土曜日 午後2：00－3：30
　　※会場はJVC東京事務所です。

会員数 (6月 7日現在 )  合計 1558人
　    ( 正会員  685人　賛助会員  873人 )

（
試
行
錯
誤
）　
二
百
四
十
六
号

かご

赤アリの卵を採るための籠

東北タイの人々にとって虫は重要なタンパク源。樹上に巣を作る
さなぎ

赤アリの卵も、そのひとつ。右上は市場で売っていたその卵と蛹。

（コンケン県ポン郡ヤナーン村にて撮影）
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